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or�o9◎8to療崇鱗蟻ε口　娠εo　貯：2009年8月改97（第二販．指定億二品の馴咽ヒ｛こ倖う改訂）：釦oe年6月改訂　　法：しゃ光・宣温・気密留器建立脊効計画：2年｛外装に表示の使用鵡限内に使用すること）取搬い上の注憲：「取扱い上Φ照臨の瑛拶石油制区分：処方せん医巽韻　　　　｛畳畳一医師艀の処方せんにより使用すること）臼：欄痘セファクロルカプセル薩口用セフェム系競生絢膚■鋼セ9ロコ“：＝」�Gカプセル250CεCしO口A艇日本標樽簡品分頻旨号　　876コ32激認憎憎（01εM）0046買価収載聖ggo年7月賑売開始「1990年10月再評働繕繋i畠翼再評価）2000年5月一　　　1禁忌（次の懇諭には投与しないこと）塾本剤の成分によるショックの既往歴のある惣者1原則禁忌（次の慰者には投与しないことを原則とするが、特に必要とする場含には憤重に投与すること）1本踊の成分文はセフェム系挽生物質に対し過敏症の既往歴のある丁丁1組成・適適】1カプセル中：セファク0ル……・…・…Q50�r（力価）〈添加物〉組　　　成酸化チタン、ステアリン駿マグネシウム、ゼラチン、タルク、デンプングリコール酸ナトリウム，トウモロコシデンフン、ラウリル硫螢ナトリウム、三色1号性　　　状陰部膏油不動明、胴体部白色不透明、内開物が註F〜黄白色の粒を含む粉來の2号カプセル剤財」コード@（P了ρ）磯�戟m窒飼　　　　　栓　長■ゆ側　　薗　　　　　（量　量囎）　　　（蟹　己顔）断　面　　　（綱体部■）外　　　形｛サイズ）（亟）鷲○ε：1　　　　　　　　　1効能・効景1〈適応菌種〉　本剤に感性のブドウ球菌鳳レンサ球轡虫、肺炎球薗、大　寸寸、クレフシエラ属、フロテウス・ミラビリス、インプ　ルエンザ墨く適応症〉　表在性皮膚感染疲、深在性皮膚感染症、リンパ管・リンパ師炎、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手術朗籍の二次感染、　乳腺炎、弓頭・一掴、篇桃炎、急性気曾支炎、肺炎、慢　二二囎匿病変のユ次感染、膀胱逃．二二腎炎．麦二二、中　耳盗、歯周組織炎、曲目周囲炎、，炎、獲紅熱　　　　　　　　　星用法・用■】通常、成人及び体脚�s以上の小児に対しては、セファクロルとして1日750■6（力価）（本剤3カプセル）を3回に分割して経口投与する。重症の場合や分薙薗の感受性が比町勢低い症例に対しては、1日屡，500啄（力価）（本剤6カプセル）を3薗に分割して経口般与する。なお、年齢、体璽、症状等に応じ遍宜増減する。r一……一ｭ用法・用量に闘遡’すみ使用上の注■》一一。一瞬塑「コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ1本剤の使用にあたっては、耐性菌の発現等を防ぐため、　1：糠油として感受性を確認し、瓢の治療上必翼な最小限　；1の期聞の投与にとどめること。　　　　　　　　　　　1し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ロー一一駒鱈一一費脅一・層，暉一一昼一一邑匿一一＿＿＿＿＿＿」　　　　　　　　　【便用上の注意11■量投与（次の憲者に13糟童に投与すること）　（1）ペニシリン剰箆生物質に対し過敏痘の既往歴のある懇者　�許{人又は両競、兄弟に気讐支瑞懲、発疹、辱麻疹箸のア　　レルギー捉状を起こしやすい体質を有する慰者　（3漏出の賢偉■のある濡者〔血中濃度が縛解するの’で、投　　与置を減らすか．投与聞隔をあけて使用すること1　（4瀾E口摂取の不良な同塵又は非経口栄養の懇者．全身状態　　の悪い諸司［ビタミンK欠乏窪状があらわれることがあ　　るので二丁を十分に行うこと】　（5塙齢者（「蕎齢者への般与」の磧参照）2量■な墨本的注鐵シ動当クがあらわれるおそれがあるので、十分な問診を行　うこと。3覇作用本剤は使用成績調董等の副作用発現頻度が明確となる臓査を翼施していない。（1｝■大な翻作用（頻度不明）　　1）ショック．アナフィラキシー糧罹激　ショック、アナ　　　フィラキシー様白状（産室困難、喘鴫．全身浦紅、浮　　贋等）を起こすことがあるので、観察を十分に行い．　　症状があらわれた鳩合には投与を中止し．適切な処■　　を行うこと。　　2》懸七島不£　意性腎不全等の量露な曲直害があらわれ　　ることがあるので、定期的に検査を行うなど観心を十　　分に行い．貝常が認められた場台には投与を巾止し、　　適切な処腰を行うこと。　　3）汎血球石面、無職．血小櫛醍少　汎血球減少、　　燕顎粒球症、血小板減少があらわれることがあるので、　　輿常が認められた場合には投与を中止し．適切な屋並　　を行うこと。　　4）伽霞性刈■嶺偽膜性大直心等の血便を伴う■篤な穴　　王立があらわれることがある。腹痛、頻回の下痢があ　　　らわれた場合には、直「5に投与を中止するなど鷺切な　　処蟹を行うこと。　　5⊃夜盗粘■眼出動群議tovons・John50n謡曲群）、中　　脅性面皮壊死癌（Ly創1症候群》皮膚粘動眼症候騨　　　（＄te》ens−Joh【son症候群）、中欝性表皮壌死症　　　（Ly創腱候群）があらわれることがあるので、観察を　　十分に行い、このような症状∬あらわれた場含には投　　与を中止し、適切な処賞を行うこと。　　6｝隣五三繍炎、PIE蓬候群発熱，咳徽、三級困難、胸　　部X線心痛．好酸球増出直を弾う悶質性肺炎、PIE症　　候群等があらわれることがあるので．このような症状　　があらわれた場合には投与を中止し、副腎皮賀ホルモ　　　ン嗣の投与鰯の過切な処置を行うこと。　　7｝血忌能障書、鎚　AST（GOT）、　AしT（GPT）、　Al−P　　の卜しい上石等を俳う肝掘能盈虚、負痘があらわれる　　ことがあるので．顕常が認められた鳩合には投与を中　　止し、逼切な処置を行うこと。（2）麓大虚血作用｛翻臓）　三山性質血　他のセフェム系抗生物質で潟血性貧血があ　　らわれることが親告されているので、貝常が認められた　場合には投与を中止し．適切な処纏を行うこと。（3｝その他の■隣作用頻度不明過敏症漣1〕発疹、導麻掻、紅斑．獅、発熱、リンパ腺ﾍ脹、闘節痛等血液注1｝瓢粒球減少、貧血（赤血球減少、ヘモグロビ東ｸ少．ヘマトクリット減少）、血小板減少、D酸球増多尊肝臓漣aAST（GOT）上昇、　AしT（G戸丁）上舞、　AI・P上ｸ、黄疸腎厩8UN上昇、血溺クレアチニン上昇消化盤懇心、下痢、腹痛、囁吐、胃不快感、胸やけ、H欲不振等菌交代症口内炎、カンジダ症ビタミン欠ビタミンK欠乏症状（低ブロトロンビン匝疲、o血頑向等）．ビタミンB群欠乏症状（舌炎、�内炎．食欲不振．神緩炎等）その他頭痛、め謙い左注1）症状（輿常）が認められた場台には投与を中止し．遇切　　な処置を行うこと。注2）症状（興常）が認められた場合には投与を中止するなど　　適切な処塵を行うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈緬につづく〉lll旧藝冨冒麺4萬齢者への殺与高齢蓄にr凄、駿の点に注癩し、溺灘並びに投毎闘隔1こ爾懸　欝轟など窯蕾の駿懇を纒繋瓢怠が61翼驚に搬辱鷲懲こと。瞬轟齢籍餐憾：慧聡機騰が鰍下糺・てい轟ことが開く副作用が　　発騨しゃすい噂1欝騰齢餐欝はビタ三ミン1く欠慧篤。よる出騰傾懸があらわ義轟　　ことがあ癒鄭5妊蝿．薩鰯．幾乳蜂等への投与／董既鐸還1纂媛雛してし懸藍灘雛のあ轟鱒みには、治撮よの　　蒋雛が勉離甦を土園憩と劉断さ裁る糞甥含にのみ撰塔嘗　　轟こと。晦嬢醗の鍛簿に懇穿尋安金怯臨確黛していな　　1，、難繕騰乳輔購人に麟墾薄篭避1タ麺こと：が墾ましい．やむな　　轡矯擾辱欝懲鞍台は捜乳を中止させ轟礁と。［ヒト鐙乳　　中へ馨術することが輕衝されでい尋］6臨床検蛮結聚に及ぼす影響　1：ηテステー閥ン辰応を綜くべ幕ダィクト試藁、ン認一し　ング　　賦繋、クリ蕊テストによる醸鰭検藪では偽蹴凝驚す燕　　ことがあるので油愚す範こと。懸藏擾クームユ賦験鷹牲を羅することがあ轟ので注憲欝轟　　こと。7遡用上の注鰍　薬躍交繊鋳：PTρ鐵装の鑛剛はPTρシートか極融隠繍し　て罰麟蒙寮範よう播騨す尋こ鵡榊7降シー噌一の譲勲：により、　硬い鋭燭齢が鍵澱輪騰へ懇λし，璽：1こは穿孔蓬おこしτ継　隔澱嚢韓�S盤篤慧台癖i症を粥舞i蜜鞠ことわ罵蝦露さ犠でいる）　　　　　　　　　【薬物動態】葦，盤梅掌鹸購霧性灘矯　セク［コダンカプ楚ル欝繍と購麟霧脚1蓬、ク撒ス護一バー；蓋によ　む懸れ警麺1カツセル微フアク惣ノレとして欝厨�r｛力幡）肇鍵灘　滅人海子に羅食蜘膿纒鷺投辱し鴛懸瀞奉繋変化鶴譲魔駿灘竃し、　総ら腔た罐鞠難態バうメータζAt臆、艦鶴翻）にフいτ繕i謝鱗　婿壷跨った顯璽、繭薦の蕪物学繭劉簿轍が撰麟燈鯛配．蓑L・畷繋駆一　　讐　轟　裏　鮎”5　　　　　　　　　　必醸灘�p曇穫一議態パラメータ書1＿＿＿為＝ご鷺ゴ離　　　　　避　　　　　毒　　　　　叢　　　　　難　　　　　瀬　　　　　　　　麟轟轟の購畷《hゆ　　　　　　　　　　　　　（丁丁血撮物簾魑、n罵鋤管タ“夢ン勲ジ鱒幽縫旧観こわフ紫野1畿藍煽）｝　　　　　　　量@巌撃窃瀬P力懸蹟r〜麟薦（瓢F繭　@　　　　　夢T礎く瞬9．5士1，フ職1離1職臨慶雛，糠。急…摩肚撫　　　　　藝�霸勲o．駄62　蜘溝中濃腱戴びにAU（｝．　c鵬撫簿のパ3メータは、機繍轟勇　選択、糠議の櫟麹幽機・鱒懸詞の獄襲藁憐によって糞な禎奪麓　盤がある．宏，趨繍生熟　本薦の溝鼠樵は、滋菰認鰯方式竃櫛爲れ糠麗格に懸面してし、衝　ことが確総されてい叢�d　　　　　　　　　ξ薬効粟理11．修購細事3〕　セブ欝ク磐嬢鍵、難の繋ワ烹ム系瓶生魎鷺と購撫こベツジドグ　堅ノカン潔橘酵繋董魑覆算葛こと1こよ墜．殺麟的蝋藤難溝肇灘臨2，携鹸権醗轟｝　瞬セフ欝ツ麟鋤繕、グラム購燃爵（ブド｛♪難樋．レンサ琢翻．　　編鰻羅蕊矧・ジラム鑑姓藪｛インフ簿エン・ザ難、畿騰藤、ク　　乳ノツシ工夢、フ［：］テウヌ・…ミうビ華ス簿勲こ鶏勧τ斌雛蘇擁　　鐘λベタト縄遊：穂し．セ：フ夢唯埠シン毒比轍輩隠馨又はそれ　　雛上噸き彊力総擁騒勤讐：添毫詩叢。　繕セブ響ク｛惣薄螺、臨麗議ζ嚇灘さ驚た蜘簸ブドウ球薦淺ぴイ　　ンフル凱ンザ纒に欝し．惣ファ毅キシンと醐簿灘護そ糎羅嘉　　の慶鋸息難憂燧iを無郵た。　　　　　【有効成分に関する理化学的知見】一離名：耀フ愛ク備灘く懸f霞ol雛r｝難　霧：鄭餐L駕学熟こ藍解7帥π《欝｝一集麟ml幽。鳶個¢蠣訟的隠げ唾鱒肇箸　　　　麟1�J略膳腿。る物癒議一鍍曲嘘鵬厩42．麟藤競・婁鷺賊鼻　　　　03r鯵。圏y難ioa頓〔壌磐署式二C醗撫〔瀞」箪憩擁s募畢燈1謁綿肇憶　獣、惣ファジ懸濁縫藷懸一糞猷隷の議騰犠の購鼠で鵡轟．窟　　　　灘藤メタノーールに灘ナにくく．猷酷ジメチ脚欺ルムア　　　　蕊ド又騨■聖ノー蜘ζ懸．呉）に1暴とんど灘ナ暮い。繍籔筑こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　QO謝　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　．α　　H　　　　　　　　　諏扱い上の注憲】験腐蝕樵凝膿結論の襯饗　酸纏琶縫製癩を繕い驚面諭難（磁℃．櫓対灘綴驚嚇、駐港勘　�S繕羅、セク鯵タンカツ楚ル2酬菰鱒常の概蠣渦瀬一ドにおい貿　甕欝で繕為こと解難褒曲れ翫．　　　　　　　　　｛包　　　　装】セク購タンカフ惣∫レ2i簸　PTP畿殺　燃，カプセル｛loがフ麹∫レx1白）、　　　　　　麟力ツセル自。カツセ沁x50）　　　　　　　　蝿主璽文献1騒大洋綴贔工簸麟灘：露翼料く生物禦麟岡・簿牲鼠験》£賦澤鍵贔工纂欝縫鞠鱗臨画出齪腰）獅鰯組置敬正齢爆風隅嶺鱗点語講幽幽鍛織工無識ま鞠鯛覇論難購曖内旨）5｝穴洋鑛蘭曲難窪耕i内璽麟｛賢燈性囎）　　　　　　　　剛文献煽求先1主婆文継禰に配麟の鷺瓢・繋内資糟臨下選己1こ購講鍛下霞い。弐洋i鍵艶工鰻樵式金載　タイヨー【⊃1回目ター〒轟憩麟1　薯酋懲謂晦耀羅叢騰一丁翻烈愚劉耀丁凱撫詮惣｛蜘磁｝1　FAX｛掲2調5憩・2細　　　　　　　鞭製造販売元Oi縣無講繍蔦

